
・予 選 会 令和６年11月９日（土） 13：00～

・決 勝 戦 令和６年11月10日（日） 9：30～

・会 場 会津大学 大講義室・中講義室

（会津若松市一箕町大字鶴賀字上居合90）

・参加大学

公共政策フォーラム 2024 in 会津若松

地方都市における若者の定着

～若者に選ばれるまちの実現に向けて～

主催：公共政策フォーラム2024in会津若松実行委員会

事務局：会津若松市企画政策部企画調整課

同志社大学 東洋大学 日本大学

関西大学 立命館大学 愛知学院大学

法政大学 専修大学 横浜市立大学

東海大学 金沢大学 愛媛大学



 予 選 会 令和６年11月９日（土）

プ ロ グ ラ ム

内 容 時 間 会 場

受 付 11：30～ 講義棟２階

開会式 12：30～12：50 大講義室

予選会 13：00～16：00
第１会場：中講義室Ｍ１
第２会場：中講義室Ｍ２

審 査※ 16：10～16：50 中講義室Ｍ３

交流会※ 17：00～18：20 学生食堂

 決 勝 戦 令和６年11月10日（日）

内 容 時 間 会 場

受 付 9：00～ 講義棟２階

決勝戦 9：30～12：15 大講義室

審 査※ 12：15～12：55 中講義室Ｍ３

審査結果発表
表彰

12：55～13：10 大講義室

閉会式 13：10～13：20 大講義室

 会場案内図

開会式・閉会式

決勝戦 会場 受付

講義棟２階

配置図

交流会 会場

※講義棟２階を出て階段を
下りた左手にあります

※一般の方は参加できません。

※一般の方は参加できません。
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予選会 第１会場 発表スケジュール

№ 時刻 チーム名 発表テーマ

１
13：00
～

13：20

東洋大学
箕輪ゼミ

Q方法論による会津若松市における
若者定住促進の可能性

ー地域定住化策分析と提案

２
13：25
～

13：45

関西大学
永田ゼミナール

ファイアキッズハウス事業による
地域防災力の強化、若者の定住促進

３
13：50
～

14：10

立命館大学
森道哉ゼミナール

会津大学における地域内進学と
地域内就職の増加

14：10～14：25 休憩

４
14：25
～

14：40

専修大学
石川ゼミナール

若者みんなでつくりだす
〜会津若松創生コンペによる継続的

地域活性化施策〜

５
14：50
～

15：10

東海大学
岡本ゼミナール

駅前利便性と滞在型コミュニティ
形成機能と若者の定着

－会津若松駅前コミュニケーション
施設“日新舘”－

６
15：15
～

15：35

愛媛大学
福井研究室

愛×I あいづっこ
～誰もが住みやすい街に～

予選会 第１会場 ：中講義室Ｍ１
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予選会 第２会場 発表スケジュール

№ 時刻 チーム名 発表テーマ

１
13：00
～

13：20

同志社大学
真山ゼミ

エコシティ会津若松
～ごみ問題を解決し、

シビックプライドの醸成を促す～

２
13：25
～

13：45

日本大学
中川雅之ゼミナール

「Unity」で描く未来共創都市・
会津若松

３
13：50
～

14：10

愛知学院大学
小林ゼミナール

あかべこ会津にあいばっせ
～アプリでめぐる会津若松市～

14：10～14：25 休憩

４
14：25
～

14：40

法政大学
廣瀬・土山ゼミナール

Yori-Aizu
～会津漆器から始まる

クリエイティブ空間～

５
14：50
～

15：10

日本大学
鷲見ゼミナール

会津若松市における若者の定着
－社会動態分析に基づく
子育て世代の定住施策－

６
15：15
～

15：35

横浜市立大学
和田ゼミ

会津若松の観光力と会津大学のIT・
データサイエンス力を活かした

研修プログラム

７
15：40
～

16：00

金沢大学
奥田ゼミナール

働く、つながる、暮らす―
―コワーキング拠点を核とした
新しい地域コミュニティの形成

予選会 第２会場 ：中講義室Ｍ２
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政策コンペの進め方

①プログラムに掲載の政策コンペ発表スケジュールの順番で、各大学から発表をして
いただきます。
司会から「始めてください」と言われたら、発表を始めてください。
（ここから時間を計り始めます）

②発表時間の長さも審査の対象となります。
１チーム15分を標準としていますので、時間の経過を以下のとおりベルでお知らせし

ます。

◇13分経過したところで、ベルを１回鳴らします。
◇15分経過したところで、ベルを２回鳴らします。
◇18分経過した時点で、タイムキーパーが終了するように伝えますので、発表の途中
であっても終了していただきます。

◇「以上で発表を終わります。」で発表終了と判断します。

③15分の発表の後、審査員との質疑応答を行います。
質問に対する回答は、壇上の発表者であればどなたが行っても構いません。
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